
関
係
書
類
や
適
合
性
審
査
の
手

続
き
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
「
委

託
者
の
保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
及
び
日
商
協
自
主
規

制
に
基
づ
く
行
為
規
制
で
あ

り
、
改
正
法
施
行
後
半
年
を
経

過
し
、
取
引
員
サ
イ
ド
で
は
ほ

ぼ
定
着
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の

の
、
委
託
者
に
説
明
し
、
理
解

を
得
る
に
は
相
当
苦
慮
し
て
い

る
の
が
現
状
。

特
に
投
資
可
能
資
金
額
は
、

委
託
者
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
取
引
員
か
ら
の
勧
誘
に
適
用

さ
れ
る
規
制
と
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
、
実
態
上
は
取
引
限
度

額
と
し
て
、
委
託
者
が
そ
れ
を

超
え
る
取
引
を
す
る
場
合
に
は

申
出
書
の
差
入
れ
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
部
会
で
は
、
委
託

者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
投

資
可
能
資
金
額
な
ど
に
つ
い

て
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
あ
る
主

直
し
が
実
現
し
た
。

先
物
協
会
が
昨
年
秋
に
行
っ

た
試
算
で
は
自
己
玉
リ
ス
ク
が

約
45
％
軽
減
し
た
。

11
月
18
日
に
第
１
回
の
会
議

が
開
催
さ
れ
た
営
業
管
理
部
会

で
は
、
９
月
に
先
物
協
会
が
行

っ
た「
営
業
体
制
等
の
変
化
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」に
お
い

て
、
営
業
の
現
場
で
委
託
者
か

ら「
計
算
で
き
な
い
」と
い
わ
れ

て
い
る
投
資
可
能
資
金
額
、
煩

雑
す
ぎ
る
と
不
満
の
あ
る
契
約

関
西
商
品
取
引
所

は
、
平
成
17
年
12
月

16
日
、
農
林
水
産
大

臣
に
コ
メ
試
験
上
場

に
係
る
認
可
申
請
書

を
提
出
し
た
。
同
12

月
９
日
の
東
京
穀
物

商
品
取
引
所
の
上
場

申
請
に
続
く
第
２

弾
。
い
ず
れ
も
12
月

28
日
に
官
報
告
示
が

行
わ
れ
た
。

岩
村
信
理
事
長
は

コ
メ
ン
ト
で
、「
コ
メ

先
物
取
引
は
18
世
紀

初
頭
よ
り
世
界
に
先

駆
け
た
先
物
取
引
と

し
て
、
こ
こ
大
阪
の

地
、『
堂
島
』で
始
ま

昨
年
５
月
の
改
正
商
品

取
引
所
法
の
施
行
に
よ
る

行
為
規
制
強
化
と
純
資
産

額
規
制
比
率
の
導
入
に
よ

っ
て
、
一
昨
年
秋
ご
ろ
か

ら
商
品
先
物
市
場
の
出
来

高
は
徐
々
に
減
少
を
見
せ

は
じ
め
、
昨
夏
に
は
１
〜

８
月
の
前
年
比
で
25
％
ま

で
減
少
、
市
場
の
流
動
性

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
先
物
協
会

は
、
会
員
に
対
し
売
買
高

減
少
の
要
因
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
、
９
月
に
開
催
し

た
制
度
政
策
委
員
会
で

「
市
場
振
興
戦
略
会
議
」の

設
置
を
決
め
た
。

10
月
に
先
陣
を
切
っ
て

ス
タ
ー
ト
し
た
財
務
検
討

先 物 協 会 ニ ュ ー ス

昨
年
の
商
品
先
物
取
引

業
界
は
、
年
初
の
委
託
手

数
料
の
自
由
化
に
始
ま

り
、
５
月
の
商
品
取
引
所

法
の
大
改
正
と
大
変
革
期

を
迎
え
ま
し
た
。し
か
し
、

度
重
な
る
法
改
正
に
よ
る

商
品
先
物
業
界
の
国
際

化
、
健
全
化
が
最
終
章
に

進
む
一
方
、
ま
だ
ま
だ
社

会
的
認
知
度
は
低
い
の
が

現
状
で
す
。

そ
ん
な
中
で
我
が
業
界

が
さ
ら
な
る
進
歩
と
発
展

を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
現

場
で
活
躍
す
る
登
録
外
務

員（
営
業
マ
ン
）の
資
質
向

上
が
必
要
不
可
欠
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
外
務
員

の
役
割
は
、
①
投
機
家
の
育
成
、

②
投
機
人
口
の
拡
大
、
③
投
機

資
本
の
導
入
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
①
の
育
成
に
関

し
て
は
、
商
品
先
物
取
引
に
参

加
し
な
い
人
達
に
も
、
営
業
活

動
の
中
で
商
品
先
物
取
引
の
経

済
的
な
役
割
、
必
要
性
を
啓
蒙

し
て
い
く
こ
と
が
今
ま
で
以
上

に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

今
ま
で
商
品
先
物
取
引
は
、

数
あ
る
経
済
的
な
役
割
の
中
で
、

資
産
運
用
の
部
分
だ
け
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
１
９
９
８
年
の
金
融
ビ

ッ
グ
バ
ン
以
降
、
規
制
緩
和
に
伴

う
自
由
化
に
よ
っ
て
、
商
品
先
物

取
引
の
公
正
な
価
格
の
形
成
・

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
機
能
へ
の
ニ
ー
ズ
は

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

商
品
先
物
取
引
は
世
間
で
は

ギ
ャ
ン
ブ
ル
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
の
時
代
は
逆
に
先
物

市
場
で
ヘ
ッ
ジ
を
し
な
い
方
が
ギ

ャ
ン
ブ
ル
な
の
で
す
。
実
際
に
昨

年
、
航
空
業
界
で
は
大
手
ト
ッ
プ

２
社
の
業
績
に
大
き
な
差
が
表

れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
２
社
の
内
、

１
社
は
原
油
価
格
の
高
騰
に
伴

う
燃
料
費
の
コ
ス
ト
上
昇
に
備
え

て
先
物
市
場
で
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を

行
い
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
こ
の
よ

う
な
真
実
を
多
く
の
人
達
は
知

ら
な
い
の
で
す
。

商
品
先
物
取
引
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
り
つ
つ
あ
る
今
、
営
業
マ
ン
が

外
務
員
の
役
割
を
再
認
識
し
、
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登録外務員の資質向上に努めよう

相
場
師
経
営

者
と
し
て
伊
藤
忠

商
事
の
黄
金
時
代

を
演
出
し
た
越
後

正
一
さ
ん
が『
私

の
履
歴
書
』の
中

で
書
い
て
い
る
。

「
私
が
い
い
た
い
の

は
相
場
、
あ
る
い
は
定
期
市
場

は
自
分
の
力
以
上
の
過
当
投
機

は
い
け
な
い
が
、
国
際
商
品
の
取

扱
い
を
業
と
す
る
も
の
に
と
っ
て

は
、
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
」。
先
物
市
場
の
こ
と
を
昔
は

定
期
市
場
と
呼
ん
だ
▼
越
後
さ

ん
は「
近
江
商
人
の
士
官
学
校
」

と
呼
ば
れ
た
八
幡
商
業
を
経
て

神
戸
高
商（
現
神
戸
大
学
経
済

学
部
）に
進
学
す
る
。
こ
こ
で
英

語
の
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
次
の

一
節
が
越
後
正
一
の
終
世
の
信

条
と
な
る
。「The

sun
is

always
shining

behind
the

dark
clouds

」（
太
陽
は
暗
雲
の

彼
方
で
い
つ
も
輝
い
て
い
る
）。
越

後
さ
ん
が
い
く
た
び
も
の
逆
境

を
乗
り
越
え
、「
伊
藤
忠
育
て
の

親
」と
ま
で
称
え
ら
れ
る
の
は
、

こ
の
座
右
の
銘
を
信
じ
て
疑
わ

な
か
っ
た
か
ら
だ
▼
右
の
句
は
イ

ギ
リ
ス
の
詩
人
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の

『
雨
の
日
』を
越
後
流
に
改
作
し

た
も
の
で
あ
る
。
原
詩
は

「Behind
the
clouds

is
the

sun
stillshining

」。「
雲
」を

「
暗
雲
」と
改
め
、
現
状
の
深
刻

さ
を
強
調
す
る
一
方
、still

と
い

う
も
っ
て
回
っ
た〝
英
〞
語
を

always

と〝
米
〞語
で
直
截
に
表

現
す
る
。
さ
ら
に
主
客
倒
置
を

や
め
、
太
陽
を
冒
頭
に
据
え
た
。

相
場
の
世
界
、
斬
っ
た
張
っ
た
の

修
羅
場
を
経
て
越
後
流
に
変
態

し
て
い
っ
た
と
識
者
は
み
て
い
る

▼
今
、
先
物
業
界
は
越
後
さ
ん

の
信
条
を
拳
拳
服
膺
す
る
時
で

は
な
い
か
。
雨
の
日
ば
か
り
で
は

な
い
。
暗
雲
の
彼
方
の
陽
光
を

信
じ
よ
う
ぜ
。
コ
メ
上
場
申
請

が
昨
年
末
に
官
報
告
示
さ
れ
、

山
は
大
き
く
動
い
た
。
コ
メ
上
場

を
機
に
先
物
再
生
元
年
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
。（
泉
）

1
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自
信
と
誇
り
、
そ
し
て
使
命
感

を
持
っ
て
日
々
の
営
業
活
動
に

当
た
れ
ば
、
間
違
い
な
く
社
会

の
商
品
先
物
取
引
に
対
す
る
認

知
度
は
上
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
業
界
を
あ

げ
て
早
急
に
外
務
員
の
資
質
向

上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
こ
と
が
投
機
家
の
育

成
、
ひ
い
て
は
業
界
の
発
展
に
繋

が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
微
力

な
が
ら
、
私
も
業
界
の
P
R
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

１
９
6
８
年
千
葉
県
生
ま
れ
。

１
９
９
０
年
エ
ー
ス
交
易
入
社
。

１
９
９
９
年
７
月
よ
り
総
合
企

画
部
人
材
開
発
育
成
担
当
。

エース交易
総合企画部課長 中村　勝利

昨
秋
、
先
物
協
会
が
制
度
政
策
委
員
会
の
下
に
設
置
し
た
市
場
振

興
戦
略
会
議
が
、
市
場
流
動
性
の
確
保
策
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を

重
ね
て
い
る
。
10
月
に
開
催
し
た
財
務
検
討
部
会
以
降
、
12
月
末
ま
で

４
部
会
で
８
回
の
会
議
を
開
催
、
年
初
も
１
月
下
旬
か
ら
毎
週
１
〜

２
回
の
部
会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
２
月
末
ま
で
に
各
部
会
で
取
り

ま
と
め
が
行
わ
れ
る
。

部
会
で
は
、
純
資
産
額
規
制
比

率
に
お
け
る
自
己
玉
リ
ス
ク
に

つ
い
て
、
同
一
商
品
・
商
品
指

数
の
限
月
間
、
関
連
す
る
商
品

（
商
品
指
数
）間
、
取
引
所
取
引

と
Ｏ
Ｔ
Ｃ
取
引
間
の
そ
れ
ぞ
れ

の
価
格
の
相
関
係
数
が
90
％
以

上
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
売

建
玉
と
買
建
玉
の
リ
ス
ク
値
を

相
殺
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と

な
ど
を
当
面
の
改
善
策
と
し
て

取
り
ま
と
め
た（
本
紙
11
月
号

で
既
報
）。

こ
れ
を
受
け
、
主
務
省
に
お

い
て
関
連
省
令
の
改
正
が
行
わ

れ（
官
報
公
布
は
12
月
28
日
）、

12
月
22
日
に
は
先
物
協
会
が
東

京
・
大
手
町
で
主
務
省
担
当
者

に
よ
る
説
明
会
を
開
催
。
こ
の

１
月
か
ら
、
市
場
振
興
戦
略
会

議
の
最
初
の
成
果
と
し
て
、
リ

ス
ク
相
当
額
の
算
出
方
法
の
見

2月に4部会とりまとめ 

先物協会  戦略会議で活発な議論 

関
連
省
令
改
正
、
説
明
会
開
く

の
観
点
か
ら
、
当
該
取
引
に
係

る
業
務
を
行
う
商
品
取
引
員
が

留
意
す
べ
き
基
本
的
事
項
な
ど

の
指
針
を
定
め
た「
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
作
成
す
べ
き
で
あ
る

と
し
、そ
の
内
容
を
検
討
し
た
。

自
主
規
制
機
関
で
あ
る
日
商
協

は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
策
定
に
着
手
す
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取

引
に
係
る
コ
ス
ト
軽
減
策
と
し

て
、
商
品
取
引
責
任
準
備
金
の

積
立
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と

や
、
無
担
保
未
収
金
発
生
の
防

止
の
た
め
の
具
体
策
を
検
討
し

て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
取
引
の

ザ
ラ
バ
化
や
夜
間
取
引
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
。

11
月
末
か
ら
電
子
取
引
普
及

部
会
と
商
品
フ
ァ
ン
ド
･
海
外

受
託
促
進
部
会
も
始
ま
っ
た
。

両
部
会
と
も
各
委
員
か
ら
事
前

コメ上場申請　関西商取も

岩村信理事長

１２月２８日 東穀取と官報告示
り
ま
し
た
。

近
年
、
コ
メ
流
通

の
価
格
変
動
リ
ス
ク

が
高
ま
る
中
、
会
員

を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
の「
再
上
場
」に

対
す
る
熱
き
情
熱
に

応
え
る
べ
く
申
請
い

た
し
ま
し
た
。
上
場

の
早
期
実
現
に
向
け

懸
命
の
努
力
を
傾
注

す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
」と
述
べ
た
。

ネ
ッ
ト
取
引
取
引
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
内
容
検
討

内
容
検
討 

ネ
ッ
ト
取
引
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
内
容
検
討 

日
商
協
 

委
託
者
説
明
に
苦
慮

新
制
度
定
着
が
喫
緊
課
題

後
者
は
、
商
品
フ
ァ
ン
ド
か

ら
の
受
託
、
海
外
か
ら
の
受
託

を
促
進
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
市

場
情
報
の
開
示
の
あ
り
方
、
建

玉
制
限
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
、
ギ

ブ
ア
ッ
プ
制
度
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
制
度

面
で
の
改
正
を
要
す
る
事
項
が

多
く
、他
の
部
会
に
も
増
し
て
、

主
務
省
や
取
引
所
の
理
解
・
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、
東
京
工
業
品
取
引
所
の

基
本
問
題
研
究
会
が
関
連
す
る

課
題
を
取
り
上
げ
た
こ
と
は
、

今
後
の
先
物
振
興
策
の
大
き
な

推
進
力
に
な
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
。

昨
年
５
月
の
改
正
法
施
行
か

ら
８
カ
月
余
の
現
段
階
で
、
法

令
そ
の
も
の
の
見
直
し
は
難
し

い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
純

資
産
額
規
制
比
率
の
見
直
し
が

行
わ
れ
た
よ
う
に
、
合
理
性
の

あ
る
も
の
は
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
、
商
品
先
物
市
場
の
流
動
性

を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
は
、
新

制
度
の
定
着
を
目
指
す
先
物
協

会
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

務
省
を
交
え
て
具
体
案
を
検
討

し
て
い
る
。

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
検
討

課
題
を
抽
出
し
た
。

前
者
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

取
引
の
信
頼
性
の
維
持
･
向
上


